
 

 

 

QUALITROL-IRIS POWER 社は 

電動機及び発電機用巻線の監視装置と検査装置を製造する世界最大のメーカです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイリス・パワー社 
FluxTracⅡ-R 

TM 

 

オン•ライン回転子磁束連続監視モニター：回転子が円筒形
回転子モータやタービン発電機において、運転中に、回転子
巻線の巻線短絡を見つけるための第二世代連続モニター 
 

                              IRIS POWER 社 オンライン測定器 



 

 

 

 

アイリス·パワー社の
FluxTracII-R技術は、2極と 4
極の回転子においてに回転子
短絡の存在の検出およびアラ
ームに変革をもたらす第二世
代の連続オンライン磁束監視
システムです。このシステムは、
リアルタイムで任意のフラック
スプローブからのフラックスデ

ータを収集・分析し、任意の短
絡したターンの巻線の位置と重
症度を保守要員に提供します。
さらに、高速収集、高分解能お
よび全く新しい分析アルゴリズ
ムは、ユニット全体のシャットダ
ウンや起動時(シャフト同期信
号に接続されている時)だけで
なく、通常の動作中にデータを

収集して分析することができま
す。一度設定され、アイリス·パ
ワー社の FluxTracII-Rはユー
ザの操作を必要とせず、短絡し
たターンが検出されると警告が
出され、機械の停止前または
改装した後のロータターン絶縁
状態のプロファイリングに最適
です。 

 

連続オンライン フラックス モニタリング システム 

 

特徴 

・TFProbe と、その他楔取付型フラ
ックスプローブ(FFProbeなど)に
対応。 

・短絡が検出されたスロットを決定
するためのシャフトの同期センサ
(キーフェーザ)のための入力。 

・最大４台までの設備監視。（オプ
ション）  

・短絡をユーザに警告するリレー接
点を提供。  

・アイリス·パワー社 RFAⅡ-RTMポ
ータブル測定器に対応。 

・ベースライン、非警告測定の最新
セットと警告測定の最新のセット
を記録。 

・10の負荷点におけるそれぞれ 26
の測定値の履歴。 

・複数の通信ポート：USB，イーサ
ネット。 

・測定結果は RotorFluxProTMソフト
ウェアがインストールされている
コンピュータに、ローカルまたはリ
モートで、ダウンロードすることが
できます。 

・サードパーティシステムとのデー
タの交換のために、ビルトインサ
ーバとクライアント機能で Modbus 
TCP / IPプロトコルを利用可能。 

・データ表示のためのユーザフレン
ドリーな WindowsTMベースのソフ
トウェア。 

・他のメーカの携帯型計測器から
データファイルを読み出して解析
できる解析ソフトウェア。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タービン発電機のステータ歯に接着された 

アイリス·パワー社 TFProbe  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 アイリス・パワー社 FluxTracⅡ-R 
TM 

 

                            IRIS POWER 社 オンライン測定器 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            IRIS POWER 社 オンライン測定器 

 アイリス・パワー社 FluxTracⅡ-R 
TM 

 

同期発電機とモータ回転子巻線 

円筒形回転子内の絶縁は深刻な
電気的、機械的および環境ストレス
に耐えなければならない。  
絶縁不良は、多くの要因に起因しま
す： 

・機械的摩耗、特に頻繁な負荷サイ
クルによって引き起こされる。  

・遠心機械的負荷での移動や熱的
に引き起こされる膨張/収縮サイ
クルによる歪み、破損。 

・過負荷による過熱、励起過剰、不
十分な冷却または冷却の減少。 

・高抵抗ろう付け接合部で、短絡し
ている巻線での局所的な過熱。 

・巻線間表面とグランド間のトラッキ
ングの結果による冷却ガスや銅
粉塵での汚染。  

・過電圧から誘発されるシステムで
の事象や静的励磁器内の回路焼
け。 

巻線絶縁不良は、巻線の間の電気
的接続に変わり、最終的に壊滅的
な短絡故障が巻線に生じます。 

巻線絶縁劣化が最も頻繁な巻線間
短絡の仕組みです。以下の様な事
も巻線短絡につながります： 

・機械的振動につながる回転子の熱
不均衡。 

・回転子の機械的振動が生じる磁束
の磁気不均衡。 

・回転子温度の上昇とその後の絶縁
劣化。 

・絶縁不良や地絡と二致命的な地絡
の可能性による過熱。  

・機械が定格 MVA 評価を達すること
ができない場合。 

恒久的に取り付けられた磁気フラ
ックスモニタリングを介してエアギ
ャップ磁束プローブは、同期機で巻
線間の短絡が回転子巻線に発生
したかどうかを判断する実証された
技術です。フラックス測定は、巻線
間絶縁の完全性に関する情報を
得、オンライン回転子巻線の状態
を監視するための最も直接的な方
法を提供します。 この情報は、メ
ンテナンスを計画して異常振動を
診断し、新たな巻き直し回転子の
整合性を検証する上で重要です。 

 

TFプローブ 

オンライン測定は、スロットの漏れ
磁束を測定するために、恒久的に
固定子へフラックスプローブを設置
する必要があります。ほとんどの機
械における OEMでのご要求は、固
定子巻線楔にフラックスプローブが
エアギャップ内に突出する様に装
着されています。それに代わるアイ
リス·パワー社 TFProbeTM プローブ
は、固定子の歯に固定され、小型
で薄型のフレキシブルプリント基板
トランスデューサです。このプロー
ブは、古いスタイルのプローブがそ
うであるように単に漏れ磁束のみ
をではなくエアギャップ全ての磁束
を測定します。アイリス·パワー社の
TFProbe は取り付けが簡単で、固
定子楔を削る穴あけを必要としま
せん。 

水素冷却機の場合には、フラック
スプローブからのリードは密閉され
たフィードスルーを通してマシンの
外に経由されます。 オプションの
水素封じフランジキットは窒素ガス
圧で 2700 KPAまたは 4000 psiま
でテストされ、発電機のケーシング
に穴ひとつを必要とする総合的な
唯一の水素封じフランジで構成さ
れています。 

プローブ技術に関係なく、恒久的に
設置されたフラックスプローブから
のデータは、アイリス·パワー社の
FluxTracII-R でオンラインで連続的
に測定することができます。データ
が取得されると、FluxTracII-R は、
データを自動的に分析し、巻線の
短絡が存在するかどうかを決定す
るために、様々な回転子スロットを
介してのフラックス測定値と比較し
ます。そして、短絡が検出されたと
きには警告が発せられます。 



 

 

 

 

アイリス·パワー社 FluxTracII-R の能力 

・固定動作負荷で通常円筒形回転子巻
線のすべてのスロットを瞬時に解析。  

・必要な場合には、回転子の巻線状態を
更に特定の予測のためにさまざまな負
荷でのテストや傾向を分析する能力。  

・スポット測定を実行したり、自動的にテ
ストオペレータの介入なしに、通常の発
電機負荷の変化時に日々の結果を取得
することができる。  

・従来の楔に設置するアイリス·パワー社
のフラックスプローブに連携し、固定子
の歯に設置するアイリス·パワー社の
TFProbeTMは、多くの場合、回転がある
ままで後付けすることができます。 
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 アイリス・パワー社 FluxTracⅡ-R 
TM 

 

QUALITROL-IRIS POWER 社はモータと発電機の巻線の診断分野において 1990年以来世界のリーダーとして、 

オンライン/オフライン試験機さらにコミッショニング・サービスとコンサルティング・サービスをご提供しております。 

フラックスプローブ
からの典型的な電圧

波形 

A 極と B 極間
のデータ比較 

短絡された巻線とス
ロットを示す要約図 

アイリス·パワー社の TFProbeTM および FluxTracII-Rは Qualitrol-アイリス·パワーの商標です。  

Windows は、米国およびその他の国における Microsoft Corporation の登録商標です。 


